
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 



 

 
 

 
 

「未来へ安心を届けたい」 

 ～久留米市上下水道事業経営戦略（2021－2030）策定にあたって～ 

 

 

２０１５年９月、国連サミットにおいて採択された「ＳＤＧs（持続可能な開発目

標）」では、「誰一人取り残さない」多様性と包摂性のある社会の実現のため、２０

３０年を年限とする１７の目標が設けられました。その６番目の目標に「安全な水

とトイレを世界中に」が掲げられたのは、未だ世界の３割の人が「安全な水」を使

えず、６割の人が「安全なトイレ」を使えない状態に置かれているからに他なりま

せん。 

幸いわが国では、高度経済成長とともに着実に上下水道の整備が進み、また、関

係者の日々の努力によって、概ね「安全な水とトイレ」が確保されていると言える

でしょう。蛇口を捻ればそのまま飲める水があり、レバーを回せば汚水を衛生的に

処理できる生活が当たり前になっていると言っても過言ではないでしょう。 

久留米市においても、１９３０年に給水を開始した上水道は、人口普及率９６％

を超え、管路の総延長は１,４５０㎞となっています。下水道も１９７２年に供給を

開始し、人口普及率は８４％を超え、管路延長は１,３００㎞となっています。しか

し、この当たり前の状況をこの先もずっと続けることができるのでしょうか。 

人口の減少、節水器具の普及、地下水利用の増加などにより、上下水道事業収入

の根幹である水需要が減少する一方で、高度経済成長期に整備した多くの設備や管

路の老朽化や近年の頻発する自然災害への対応が必要となっており、収入が先細り

していく中で、支出が増加するという難しい状況に直面しています。 

このように上下水道事業を取り巻く環境は厳しさを増しており、今後の事業運営

は、冬山に登る覚悟が必要だとも言われています。そのような状況を見据えて、今

後とも安定的に上下水道事業を継続していくために、中長期の視点を持ってこの経

営戦略の策定に取り組みました。 

上下水道は、人の営みが続く限り、２４時間・３６５日なくてはならない大切な

ライフラインです。その大切な事業をしっかりと受け継ぎ、「未来へ安心を届けた

い」との思いを持ってこの経営戦略を進めていきたいと考えています。 

最後になりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の中にもかかわらず、戦略

策定にご尽力頂きました九州大学の広城吉成会長はじめ、久留米市上下水道事業運

営審議会の委員ならびにアドバイザーの皆様、そして、多くのご意見を頂きました

皆様方に心よりお礼を申し上げます。 

 

 

令和３年３月 久留米市企業管理者 
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